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公
務
員
の
雇
用
保
険
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

公
務
員
は
原
則
と
し
て
雇
用
保
険
の
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
る
。
理
由
は
何
か
。

二

公
務
員
は
原
則
と
し
て
雇
用
保
険
の
適
用
除
外
と
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
、
雇
用
保
険
料
も
負
担
し
て
い
な
い
。
し
か
る

に
、
「
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
」
等
に
基
づ
き
、
退
職
時
に
失
業
給
付
相
当
の
給
付
を
退
職
手
当
と
し
て
受
け
取
っ
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

三

公
務
員
の
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
早
期
退
職
を
し
た
場
合
、
民
間
の
失
業
給
付
と
比
較
し
た
差
額
を
補
填
す
る
事
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
差
額
補
填
の
過
去
十
年
間
の
支
給
実
態
（
件
数
、
額
）
を
、
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
別
で
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

四

三
に
お
け
る
公
務
員
の
退
職
手
当
の
民
間
の
失
業
給
付
と
の
差
額
補
填
（
以
下
単
に
「
差
額
補
填
」
と
い
う
）
は
、
分
限

免
職
、
懲
戒
免
職
等
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
事
だ
が
事
実
か
。

五

旧
社
会
保
険
庁
の
職
員
で
懲
戒
処
分
を
受
け
た
等
に
よ
り
日
本
年
金
機
構
に
不
採
用
と
な
り
、
分
限
免
職
と
な
っ
た
五
百

二
十
五
人
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
差
額
補
填
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
行
わ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
対
象
人
数
、
総
額

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



六

さ
ら
に
、
こ
の
差
額
補
填
に
関
し
て
は
、
「
退
職
職
員
に
支
給
す
る
退
職
手
当
支
給
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
特
別
会
計

か
ら
す
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
れ
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
労
働
保
険
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
各
特
別
会
計
が
負

担
す
べ
き
金
額
を
一
般
会
計
に
繰
り
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
か
。

七

公
務
員
は
原
則
と
し
て
雇
用
保
険
の
適
用
除
外
と
な
っ
て
お
り
、
従
っ
て
、
雇
用
保
険
料
を
負
担
し
て
い
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
労
働
保
険
特
別
会
計
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り
出
さ
れ
る
予
算
が
あ
り
、
そ
れ
が
公
務
員
の
退
職
手
当
の
差
額
補

填
分
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
「
負
担
な
き
給
付
」
で
あ
り
、
不
当
で
は
な
い
か
。

八

民
間
の
失
業
給
付
は
二
十
八
日
毎
に
支
給
さ
れ
、
し
か
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
業
相
談
等
、
求
職
活
動
の
実
績
を
示
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
一
方
、
公
務
員
の
差
額
補
填
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
け
ば
一
度
に
全
額
を
受
給
す
る
事
が
で
き
、
し
か

も
求
職
活
動
の
実
績
を
求
め
ら
れ
る
事
も
な
い
。
こ
れ
は
民
間
と
照
ら
し
て
不
公
平
で
は
な
い
か
。

九

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
「
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
っ
て
身
分
が
保
障
さ
れ
て
お

り
、
民
間
の
労
働
者
の
よ
う
な
景
気
変
動
に
よ
る
失
業
が
予
想
さ
れ
に
く
い
こ
と
等
も
あ
っ
て
、
一
部
の
者
を
除
き
、
雇
用

保
険
法
の
適
用
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鳩
山
総
理
は
公
務
員
制
度
の
抜
本
改
革
を
掲

げ
、
公
務
員
へ
の
労
働
基
本
権
を
付
与
す
る
法
案
を
来
年
の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
実
現
す

二



れ
ば
上
記
の
よ
う
な
身
分
保
障
が
な
く
な
る
事
と
な
り
、
公
務
員
が
雇
用
保
険
の
適
用
除
外
に
な
っ
て
い
る
理
由
が
失
わ

れ
、
公
務
員
も
雇
用
保
険
料
を
負
担
し
て
雇
用
保
険
に
加
入
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
如
何
か
。

十

鳩
山
内
閣
が
掲
げ
る
国
家
公
務
員
総
人
件
費
二
割
削
減
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
公
務
員
へ
の
労
働
基
本
権
付
与
に
よ
っ

て
身
分
保
障
を
見
直
し
、
分
限
免
職
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
な
ど
し
て
、
定
員
削
減
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
如
何
。
さ
ら
に
そ
の
場
合
、
や
は
り
公
務
員
は
雇
用
保
険
の
適
用
対
象
と
な
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
は
な
い

か
。

十
一

公
務
員
が
雇
用
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
労
働
保
険
特
別
会
計
の
収
支
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。
現

在
、
在
職
中
の
公
務
員
が
雇
用
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、
雇
用
保
険
料
と
し
て
労
働
保
険
特
別
会
計
に
納
め
ら
れ
る
総
額
は

い
く
ら
か
。
総
額
と
と
も
に
、
本
人
負
担
分
、
事
業
所
（
行
政
庁
）
負
担
分
に
分
け
て
、
さ
ら
に
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務

員
に
分
け
て
、
そ
の
額
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


